令和元年8月7日

調　査　報　告　書（各委員提出用）
委員会名：企画建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　報告者：　林　高正　　　 eq \o\ac(○,印)
	視察先：　日南町役場、日南町森林組合、オロチ
	視察日：　　　8　月　5　日

	視察の目的・本市の課題
　日南町は、役場と森林組合が一体となり林業施策を推進しておられるので、その状況を視察・研修することが今回の最大の目的であった。つまり、庄原市の場合は広域であるがために、4つの森林組合があり、それぞれの事情も抱えておられるが、オール日南町としての取組が庄原市にも当てはまるものがあれば取り入れるべきと考える。

	視察で参考となった事項

　日南町では農林業が主要産業であることを自覚されていることが素晴らしいと感じました。特に林業については、平成18年に「日野川の森林（もり）木材団地」を造成され、日南町内産材の集積、製材、加工が1ヶ所でできるようにされたことで林業実績が飛躍的に伸びました。素材取扱量を見ても、平成19年度と平成30年度では、約3倍の量になっていますし、団地の関連企業4社で約90人からの雇用が生まれています。既に木材団地は手狭になってきており更に広い団地造成も考えられているみたいです。
　先ずは、日南町にある主要な資源は何かを情報収集（調査分析）することからスタートし、持続可能な経営計画を立て実行に移すことで、所謂、PDCAサイクルが回り始めるのです。情報収集もアナログからICT活用へとシフトしており、不在村地主等山林集約化事業では航空レーザー測量を活用した森林情報解析や地籍調査を国交省のモデル事業として本年度より導入されていたことは少し驚きではありましたが、これからの主流になることは間違いないと思います。

	提言・その他（庄原市の施策にどのように生かすことができるか など）
　先ず、山から木が運び出せる状況を作り出すことが一番です。そのためには、日南町森林組合が国交省のモデル事業として行った、航空レーザー測量を活用した森林情報解析や地籍調査を実施すべきと考えます。根拠として、広島県では昨年の豪雨災害後、セスナによるレーザー測量を実施していますので、直ぐにでもリモセン技術を活用できる状況にあるからです。また、樹種や樹高、材積等が瞬時にデータ化でき、更に地籍調査に活用し、最終的には登記に結び付けることができます。
　近年の災害多発に対しても、現在の状況分析が出来ますし、その対策についても詳細な地形や断面が分かるので、防災面でも大いに活用が期待できます。

　正に、活用法は自由自在といえます。


※令和元年８月９日（金）までに議会事務局に提出してください。
